
























〔はじめに〕 

 昭和55年度から3年間にわたって,厚生省心身障害研究の一環として,エクスプリマチュ

ア・チャイルド(未熟出身児)の長期養護に関する研究が行われた。 

 この研究班では,未熟児として生れた子どもの成長・発達の評価基準罹患しやすい疾患の

予防や早期治療の方法,親子関係や精神衛生的事項などの検討を行って来たが,それらの成

果をふまえ,合せて各研究協力者の意見を参酌して未熟出身児の長期養護のための指針を

起案した。 


